
 平成31年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～30年度）】 【31年度】 【今後予定（32年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：

: - 1 - 003038整理番号

英語教育推進モデル校

合計 183,327 201,395

みんなの審査会対象外

その他　特記事項

・新学習指導要領移行期間
・中学年にNS派遣開始、高
学年の活用時数増加

183,327

小学校外国語非常勤講師

英語教育推進リーダー研修実習

外部専門機関連携（国庫委託）

154,023

債務負担行為

NS派遣委託費等

英語力・指導力向上研修 報償費、使用料

選定委員報償費 10,200円×3人×2回

英語教育コーディネーター 報酬、通勤、旅費

　H31　～　H33

事業

概要

急速に加速するグローバル化に伴い、新学習指導要領では小学校
中学年に外国語活動、高学年に外国語科が導入され、中学校での
学習内容の高度化が図られる。小中７年間を通じ、早期から英語に
慣れ親しみ、英語によるコミュニケーション能力を育成する。

○NSを活用し、児童生徒の英語力向上と英語によるコミュニケー
ションの場の充実を図る。
・授業時数の三分の一程度はALTを活用した授業の実施
　　　　　　　　　　　　　　　(英語が使える日本人のための行動計画）
  ［活用授業時数］
　　　　　　　　   　H30　         H31　　　     H32
　　 中学年　 　 3h(15h) ➡  9h(25h)  ➡  12h(35h)
　 　高学年     15h(50h) ➡ 20h(60h) ➡  25h(75h)
・平成31年度以降は、小学校は1学期からのNS派遣
○教員の英語力・指導力に向けた研修の充実
○小学校外国語非常勤講師採用
・中学校英語科教員や専科教員が配置されていない小学校に、非
常勤講師を配置し、外国語教育の早期化・教科化に対応した指導
を行う。

○NS派遣
・小学校での活用回数と派遣期間の変更
　中学年9回、高学年20回、通年配置
・小中兼務の解消
○高度化する学習内容に合わせた指導方法の研修の実施

堺高等学校ALT

3,344

報酬、通勤、旅費

8人×9単位時間（報酬、通勤費、共済費）

228

0

0

3,698

1,479

10,183

0

・外国語活動、外国語科授業
時数増加
・授業時数の増加に伴う、NS
の活用時数増加
・英語力、指導力向上研修

・外国語活動、外国語科授業
時数増加（全面実施）
・授業時数の増加に伴う、NS
の活用時数増加
・新学習指導要領への対応

平成30年度予算額

164,106 182,629 小中学校65名派遣

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

201,395

3,344

3,686

10,183

1,598

120

事業区分 ： 新規・拡充

平成31年度要求額平成29年度決算額

事業名 英語教育推進事業

： 教育委員会事務局　学校指導課
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦
子育て 3-3 3-4

局・課名

62 62

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 30年度予算 31年度要求額 内容・積算等

236,000

期間


